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華
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李

杏

九
(道
業
)

三
国
の
統

一
を
完
成
し
た
文
武
王

(六
六
一
-
六
八
一
)
代
か
ら
恵
恭
王

(七
六
五
-
七
七
九
)
代
ま
で
に
至
る
新
羅
時
代
の
思
想
界
の
特
色
は
、
仏
教

の
教
学
的
研
究
が
非
常
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
と
言
え
る
。

当
時
の
教
学
と
し
て
は
、
華
厳

・
唯
識
・
戒
律

・
浄
土
・
天
台
等
の
諸
教
学
が

流
行
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
最
も
盛
ん
に
研
究
さ
れ
、
広
く

一
般
庶
民
の
中

に
実
践
さ
れ
た
の
は
、
華
厳
教
学
で
あ
つ
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
羅
末
期
に
至
つ
て

「不
立
文
字
、
教
外
別
伝
」
「直
指
人
心
、

見
性
成
仏
」
を
本
と
す
る
禅
派
が
伝
来
さ
れ
、
新
し
い
思
想
の
流
れ
が
新
羅
の

社
会
に
定
着
し
つ
つ
、
人
々
の
関
心
は
教
学
仏
教
か
ら
禅
門
へ
移
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
新
た
に
登
場
し
た
禅
派
は
、
当
然
、
思
想
の
面
に
於
い
て
は
教
学
仏

教
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、
社
会
制
度
の
面
に
於
い
て
は
、
中
央
執
権
的
絶
対

王
権
を
否
定
す
る
性
格
と
結
び
付
く
よ
う
価
な
つ
た
。

即
ち
、
心
を
浄
め
、
悟
れ
ば
、
誰
し
も
が
仏
に
な
れ
る
と
言
う
禅
宗
の
思
想

は
、
新
羅
下
代
に
六
頭
品
に
転
落
し
た
旧
王
族
及
び
そ
の
出
身
の
僧
侶
達
に
非

常
な
関
心
を
呼
び
起
し
た
。
新
羅
末
期
の
所
謂
九
山
禅
門
の
開
山
祖
や
そ
の
門

人
達
の
伝
記
を
、
『朝
鮮
金
石
総
覧
』
や

『祖
堂
集
』
に
依
つ
て
見
る
と
、
い

ず
れ
も
禅
門
に
入
る
前
、
華
厳
を
学
び
、
そ
の
大
家
で
あ

つ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
従
つ
て
、
こ
こ
で
は
新
羅
末
期
か
ら
高
麗
初
期
に
わ
た
つ
て
成
り
立
つ
た

九
山
禅
門
の
開
山
祖
や
そ
の
門
人
達
を
中
心
と
し
て
、
彼
ら
が
教
学
か
ら
禅
門

に
入
る
過
程
を
考
察
し
、
教
学
か
ら
禅
学

へ
と
の
時
代
的
思
想
の
推
移
と
、
そ

れ
が
教
学
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
論
究
し
て
行
き
た
い
。

九
山
禅
門
の
一
つ
で
あ
る
聖
住
山
、
聖
住
寺
の
開
祖
で
あ
る
無
染

(八
○
○

-
八
八
八
)
は
、
「朗
慧
和
尚
碑
」
に
依
れ
ば
、
当
時
、
華
厳
の
中
心
地
で
あ

つ
た
浮
石
寺
で
華
厳
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
入
唐
し
た
時
に
も
華
厳
を
学
ん
だ

が
、
教
学
の
限
界
性
に
覚
め
、
馬
祖
道

一弟
子
で
あ
る
如
満
に
参
じ
た
の
で
あ

(
1
)る

。
ま
た
、
無
染
の
弟
子
で
あ
る
麗
厳

(八
六
二
-
九
三
○
)
も
、
初
め
に
は

無
量
寺
の
住
宗
法
師
の
下
で
華
厳
を
学
ん
だ
が
、
教
学
が
思
辮
に
片
寄
つ
て
い

(
2
)

る
こ
と
を
認
識
し
、
教
を
捨
て
、
禅
門
に
入
つ
た
。

獅
子
山
興
寧
寺
の
開
山
祖
で
あ
る
道
充

(八
○
○
-
八
六
八
)
は
、
『祖
堂

集
』
価
依
れ
ば
、
十
八
歳
の
時
、
鬼
神
寺
で
華
厳
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
そ

(
3
)

の
後
入
唐
し
て
南
泉
普
願
禅
師
に
投
じ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
の
弟
子
で
あ

り
、
興
寧
山
派
の
第
二
祖
で
あ
つ
た
折
中
も
、
早
く
か
ら
浮
石
寺
で
華
厳
を
学

(
4
)

ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
桐
裏
山
の
開
山
祖
で
あ
る
恵
哲

(七
九

一
-
八
六

一
)
も

「大
安
寺
寂
忍
禅
門
照
輪
清
浄
塔
碑
」
に
依
れ
ば
、

(
5
)

年
当
一一志
学
幻
出

家
止
二干
浮

石
寺

聴
二
華
厳

と
、
浮
石
寺
で
華
厳

を
修
学
し
た

こ
と
が
あ

る
。
彼

の
法
嗣

で
あ

る
桐
裏
山
門

玉
竜
寺
派

の
道
読

(
八
二
七
-

八
九
八
)
も
、

月
遊
山

華
厳
寺

で
大
経
を
学

ん

だ
。

す
な
わ
ち
、

月
遊
山
華
厳

寺
。
読
習

二
大
経

不
レ
閲
レ
歳
以
通
二
大
義

殉
…
…
年

二
十
奥
。

(
6
)

忽
自
念

日
。
大

丈
夫
当

一
離
レ
法
自
静
殉
安
能
兀
兀
守
二文
字
間

一耶
。

と
言

い
、
桐
裏

山

の
恵
哲

を
た
ず
ね

て
行

つ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
、
九
山
禅
門

の
中

の

一
つ
で
あ

る
実
相

山

の
開
山
祖

で
あ
る
洪
防

の
弟

子
と
し
て
第

二
祖

に

(
7
)

な
つ
た
秀
徹
も
、
禅
門
に
入
る
前
に
は
華
厳
を
学
ん
で
い
た
し
、
闇
堀
山
の
第

(
8
)

二
祖
で
あ
る
開
清
も
、
一
時
、
華
厳
寺
で
華
厳
を
修
学
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
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(
9
)

と
同
門
で
あ
る
行
寂
も
、
海
印
寺
で
雑
花
の
妙
義
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
九
山
禅
門
の
開
山
祖
と
し
て
は
、
恵
哲
・
道
允

・
無
染

・

道
憲
等
四
人
、
第
二
祖
と
し
て
は
秀
徹

・
道
読
・
折
中

・
行
寂

・
開
清

・
麗
厳

等
六
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
開
山
祖
の
中
、
道
憲
の
外
に
は
み
ん
な
入
唐
し
て
、

そ
こ
で
修
学
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

禅
法
の
伝
来
に
依
つ
て
、
諸
教
学
は
衰
え
た
の
が
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
華
厳
教
学
の
み
は
法
統
の
命
脈
が
絶
え
ず
、
高
麗

・
李
朝
、

そ
し
て
現
代
に
至
る
ま
で
研
究
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
華
厳
思

想
が
こ
の
よ
う
に
衰
え
な
く
継
承
さ
れ
て
来
た
原
因
は
何
ん
で
あ
り
、
韓
国
仏

教
に
於
け
る
教
禅

一
致
な
い
し
融
合
の
思
想
は
ど
こ
か
ら
淵
源
さ
れ
た
か
。
前

者
は
華
厳
思
想
の
社
会
的
基
盤
の
ゆ
え
で
あ
り
、
後
者
は
九
山
禅
門
の
僧
侶
達

が
禅
門
に
入
る
前
に
修
得
し
た
華
厳
思
想
に
基
因
さ
れ
た
と
言
つ
て
も
よ
い
。

初
め
に
華
厳
思
想
の
社
会
的
基
盤
と
言
う
の
は
、
王
室
、
即
ち
、
執
権
者
と

の
深
い
繋
が
り
を
指
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
華
厳
経
は
そ
の
性
格
が
普
遍
的
な

立
場
を
あ
ら
わ
し
、
円
融
無
碍
な
る
が
故
に
、
禅
宗
の
思
想
よ
り
は
執
権
者
に

と
つ
て
都
合
が
よ
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
に
於
い
て
も
、
華
厳
教
学
が
大

成
さ
れ
た
の
は
、国
家
の
絶
対
的
な
保
護
が
あ
つ
た
則
天
武
后
の
時
で
あ
つ
た
。

則
天
武
后
は
自
己
の
革
命
を
正
当
化
す
る
た
め
に
法
蔵
を
迎
え
、
華
厳
思
想
を

(
1
0
)

政
治
的
に
利
用
し
た
。
日
本
に
於
い
て
も
、
東
大
寺
が
建
て
ら
れ
、
大
仏
が
造

ら
れ
、
地
方
に
国
分
寺
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
国
家
に
依
つ
て
仏
教
が
保
護
さ

れ
た
奈
良
朝
で
あ
つ
た
。
東
大
寺
の
理
念
と
な
つ
た
華
厳
経
は
、
整
然
と
し
て

統

一
の
あ
る
宇
宙
の
秩
序
を
表
現
し
た
経
典
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
統

一
国

(
1
1
)

家
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
。

羅
末

・
麗
初
の
政
治
基
盤
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
時
に
、
高
麗
太

祖
や
光
宗
が
、
華
厳
宗
の
坦
文

(九
○
○
-
九
七
五
)
や
均
如

(九
二
三
-
九

七
三
)

を
迎
え
入
れ
、

密
接
な
関
係
を
持
ち
な

が
ら
仏
教
政
策
を
行
な

つ
た

こ

と
も
、

強
力
な
統

一
国
家

の
基
盤
を
構
築
し
よ
う

と
し
た
彼
ら
の
政
治
理
念
と

華
厳
思
想
と
が

一
致
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う

か
。

二

つ
に
は
、
韓
国
仏
教
に
於

い
て
禅
教

一
致
や
融
合
思
想

の
根
源
問
題

で
あ

る
。義

湘
大
師
以
後
、

華
厳
を
大
成

し
、
華
厳
思
想

の
民
衆

化

に
勤

め
た

均

如

や
、

現
代
韓

国
仏
教
曹
渓
宗

の
開
山
祖
と
称

せ
ら

れ
る
知
訥

の
教
禅

一
致
や
融

合
思
想
は
、

中
国

の
法
蔵

・
宗
密
思
想
に
依

る
も

の
で
あ

る

と

い

わ
れ

て

い

る
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
ら

の
影
響
が
な
か

つ
た

と
は
い
え
な

い
が
、

以
上
調

べ
た

と

こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
九
山
禅
門
僧
ら
が
禅
門

に
入
る
前

に
習
得

し
た
華
厳
思

想
か
ら
、
教
禅

一
致

の
思
想
が
始
ま

つ
た
も

の
と
思

わ
れ

る
。
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